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注１：在学証明書は、進学・進級後（2026/4/1 以降）のものを提出してください。
注２：■印＝出願する方の提出書類。
注３：☆印＝上のお子様、以前出願時に提出している方は省略可。

学年 提　出　書　類

2025
年度

2026
年度

※注１
在学証明書 進路報告 卒業

証明書等 戸籍謄本 願書 事故
証明書

通帳の
コピー

所得証明書
非課税証明書

幼稚園等
３歳より出願可能

（2021/4/2以降生まれの方）
■ ■ ■ 注3

☆ ■ ■

幼稚園等在園（所）
の方（全員） ○

幼稚園等
卒園（所）

小学校
（新1年生） ○

小学校
２～６年 提出物はありません

小学校
卒業

中学校
（新1年生） ○

中学校
２・３年 提出物はありません

中学校
卒業

（卒業生全員） ○

卒業後就職した方 卒業記念品として￥70,000-贈呈します。

高校等在学中の方
（全員） ○

高校等
卒業 （卒業生全員） ○ ○

大学等に進学する方
再出願 ■ ■ ■ 注3

☆ ■ ■

（卒業生全員） ○ ○

新年度手続き提出書類一覧表

　

鈴
木
俊
一
理
事
長
は
、
公
務
が
立
て

込
む
超
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
時

間
を
割
い
て
3
月
10
日
（
月
）
に
都
内

で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
理
事
会
に
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
は
冒
頭
で
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
た

後
、
議
長
を
務
め
、
会
議
で
は
次
年
度

の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
、
規
程
改
定

な
ど
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度

理
事
会
（
第
４
回
）
開
催

3
月
23
日
（
月
）
に
、評
議
員
会
（
都

内
）
を
開
催
し
、
次
年
度
の
事
業
計
画
・

収
支
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度

評
議
員
会
（
第
３
回
）
開
催

Ｑ
.（
高
校
等
、
大
学
等
）
卒
業
後

の
就
職
先
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。﹁
進
路
報
告
書
﹂
に
は
ど
の
よ
う

に
記
入
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
.
そ
の
他
の
欄
に
現
在
の
状
況

（
就
職
活
動
中
な
ど
）
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
.
義
務
教
育
で
も
在
学
証
明
書

の
提
出
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
.（
小
学
校
、
中
学
校
）
入
学
時

の
み
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
.学
校
を
退（
休
）学
し
ま
す（
し

て
い
ま
し
た
）
が
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
す
か
？

Ａ
.「
退
（
休
）
学
届
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
奨
学
金
送
金
後
に
退
学
が
発

覚
し
た
場
合
、
在
学
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
期
間
に
受
領
し
た
奨
学
金
は
返
金
し

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。

に
送
金
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
す

か
？

Ａ
.
決
め
ら
れ
た
送
金
日
（
年
４

回
）
以
外
は
送
金
で
き
ま
せ
ん
。

（
出
願
の
し
お
り
参
照
）

Ｑ
.
短
大
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
大
学
へ
編
入
し
ま
す
。
引

き
続
き
、
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
.
再
出
願
に
よ
り
奨
学
金
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。（
支
給

年
齢
制
限
等
あ
り
）

　

既
に
、
新
年
度
に
関
す
る
案
内
文
書

が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

奨
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
進
路
に
応
じ

た
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
大
学
等
（
大
学
・
短
大
・
専

門
）
学
資
給
与
事
業
を
ご
希
望
さ
れ
る

場
合
、
現
在
奨
学
生
（
過
去
に
奨
学
生
）

で
あ
っ
て
も
、
新
た
に
「
願
書
（
付
属

書
類
）
の
提
出
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
「
出
願

の
し
お
り
」
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
本
会
卒

業
生
の
方
で
、
資
料
が
必
要
な
方
は
本

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

　

下
記
の
表
に
て
、
対
象
と
な
る
学
年

と
必
要
な
書
類
を
ご
確
認
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
書
類
未
提
出
の
場
合
、
本
年

度
第
１
回
（
5
月
25
日
※
土
日
祝
の
場

合
は
金
融
機
関
の
前
営
業
日
）
の
送
金

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
こ
ち
ら
の
書
類
は
提
出
書
類
が
な
い

方
へ
も
発
送
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
転
居
等
で
本
会
へ
の
届
出
事
項
に

変
更
が
あ
る
方
は
、「
変
更
届
」
等
の

提
出
が
必
要
で
す
。
所
属
先
（
ま
た
は

本
会
）
に
ご
連
絡
の
上
、
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
作
文
・
イ
ラ
ス
ト
等
の
提
出

の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

漁
連
・
漁
協
な
ど
か
ら
通
知
を
受
け
た
方

　

指
定
さ
れ
た
締
切
日

本
会
か
ら
通
知
を
受
け
た
方

　

２
０
２
６
年
４
月
24
日（
金
）本
会
必
着

◎
よ
く
あ
る
ご
質
問

Ｑ
.
入
学
・
進
学
等
準
備
に
お
金

が
必
要
で
す
。
奨
学
金
を
早
め

ご
卒
業
・
ご
進
学
・
ご
進
級

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

皆
さ
ん
か
ら
返
還
さ
れ
た
お
金
は
、

後
輩
の
奨
学
生
に
再
び
奨
学
金
と
し
て

活
用
さ
れ
る
資
金
と
な
り
ま
す
。
返
還

は
期
限
を
守
り
、
滞
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
転
居
・
ご
結
婚
等
さ
れ
た
方

は
「
変
更
届
」（
戸
籍
の
伴
う
変
更
の

場
合
は
戸
籍
謄
本
の
提
出
も
必
要
）
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
止
む
を
得
な
い
事
情
で
返
還

が
困
難
な
方
、
滞
納
金
で
悩
ん
で
い
る

方
は
本
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

０
３
―
３
５
１
８
―
６
１
２
１

返
還
奨
学
生
の
方
へ

「
新
年
度
」
な
ら
び
に
「
大
学
等
進
学
に
伴
う
再
出
願
」
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

書
類
締
切
日

　

本
会
で
は
、
育
英
事
業
の
推
進
に
必

要
な
事
業
と
し
て
普
及
指
導
活
動
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、

2
0
1
0
年
度
よ
り
「
奨
学
生
・
保
護

者
交
流
活
動
（
以
下
：
ふ
れ
あ
い
旅

行
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
（
2
0
2
6
年
）
も
「
ふ
れ

あ
い
旅
行
」
を
実
施
す
る
方
向
で
進
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
時
期
が
近
づ
き
ま

し
た
ら
ご
案
内
文
書
を
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
旅
行
の
目
的
と
し
ま
し
て
は
、

⑴
子
ど
も
達
に
体
験
活
動
を
通
じ
て

「
友
情
の
輪
を
広
げ
」
か
つ
「
生
き

る
力
」
を
学
ぶ
場
を
提
供
す
る
こ
と
。

⑵
保
護
者
間
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
。

奨
学
生
・
保
護
者
交
流

活
動
行
事
︵
計
画
︶

⑶
親
子
で
貴
重
な
時
間
と
体
験
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
家
族
の
絆
を

深
め
る
こ
と
。

を
掲
げ
、
奨
学
生
だ
け
で
は
な
く
保
護

者
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
同

じ
境
遇
に
あ
る
者
同
士
が
日
ご
ろ
胸
に

秘
め
た
不
安
や
悩
み
を
語
り
合
い
親
睦

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

日　

程
：
2
0
2
6
年
8
月
6
日
（
木
）

～
7
日
（
金
）（
１
泊
２
日
）

対
象
者
：
現
在
奨
学
生
と
そ
の
保
護
者

場　

所
：
東
京
観
光
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
リ
ゾ
ー
ト
（
ラ
ン
ド
・
シ

ー
は
選
択
で
き
ま
す
）

今
回
も
家
族
単
位
で
宿
泊
で
す
‼
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
近
く
の
素
敵
な
「
舞

浜
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
旧
東
京
ベ
イ
舞
浜

ホ
テ
ル
）」
で
楽
し
い
思
い
出
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

月　

日

行　
　
　
　

事

４
月
24
日

５
月
15
日

５
月
25
日

５
月
25
日

６
月
15
日

７
月
15
日

８
月
６
～

　
　

７
日

８
月
14
日

10
月
15
日

11
月
13
日

１
月
15
日

２
月
15
日

３
月
未
定

３
月
未
定

第
1
回　

願
書
な
ら
び
に

　

年
度
切
替
提
出
書
類
締
切
日

第
1
回　

奨
学
生
選
考
委
員
会

第
1
回　

奨
学
金
送
金
日

第
1
回　

理
事
会

第
1
回　

評
議
員
会

第
2
回　

願
書
締
切
日

２
０
２
６
ふ
れ
あ
い
旅
行

第
2
回　

奨
学
金
送
金
日

第
3
回　

願
書
締
切
日

第
3
回　

奨
学
金
送
金
日

第
4
回　

願
書
締
切
日

第
4
回　

奨
学
金
送
金
日

第
2
回　

理
事
会

第
2
回　

評
議
員
会

２
０
２
６
年
度

年

間

行

事

予

定

▲鈴木理事長▲坂本副理事長
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2
0
2
5
年
12
月
か
ら
2
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

〔
12
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
青

森
県
▽
野
呂
英
樹
◎
岩
手
県
▽
若
狭
み

か
子
◎
山
形
県
▽
佐
藤
明
美
◎
茨
城
県

▽
伊
集
院
兼
丸
▽
髙
瀨
美
和
子
◎
埼
玉

県
▽
小
林
哲
朗
▽
西
田
耕
太
郎
▽
深
瀨

茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽
石
山
新

悟
▽
岩
下
巧
▽
内
田
珠
一
▽
大
類
裕
久

▽
新
塘
博
文
▽
杉
田
成
▽
檜
垣
浩
輔
▽

若
林
満
◎
東
京
都
▽
上
野
新
治
▽
岡
部

典
子
▽
梶
山
千
草
▽
勝
野
輝
美
▽
河
南

健
▽
木
村
吉
男
▽
㈱
洸
洋
▽
髙
田
明
生

▽
戸
田
滿
弘
▽
㈱
日
本
バ
リ
ア
フ
リ
ー

▽
長
谷
成
人
▽
平
島
淑
光
▽
廣
野
淳
▽

本
川
一
善
▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽
山
下

恭
助
◎
神
奈
川
県
▽
石
川
治
▽
石
川
和

彦
▽
越
智
豊
子
▽
黒
萩
真
悟
▽
樋
口
知

路
▽
三
木
奈
都
子
▽
森
本
哲
也
▽
大
和

陸
子
▽
山
本
道
郎
◎
京
都
府
▽
北
村
卓

大
◎
大
阪
府
▽
道
本
孝
治
◎
兵
庫
県
▽

三
木
周
子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子
◎

佐
賀
県
▽
久
米
正
剛
◎
長
崎
県
▽
川
端

京
子

〔
1
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
青

森
県
▽
野
呂
英
樹
◎
岩
手
県
▽
若
狭
み

か
子
◎
山
形
県
▽
佐
藤
明
美
◎
茨
城
県

▽
伊
集
院
兼
丸
▽
髙
瀨
美
和
子
◎
埼
玉

県
▽
西
田
耕
太
郎
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本

安
裕
◎
千
葉
県
▽
石
山
新
悟
▽
岩
下
巧

▽
内
田
珠
一
▽
大
類
裕
久
▽
新
塘
博
文

▽
杉
田
成
▽
檜
垣
浩
輔
▽
若
林
満
◎
東

京
都
▽
上
野
新
治
▽
岡
部
典
子
▽
梶
山

千
草
▽
勝
野
輝
美
▽
河
南
健
▽
木
村
吉

男
▽
㈱
洸
洋
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘

▽
長
屋
信
博
▽
㈱
日
本
バ
リ
ア
フ
リ
ー

▽
平
島
淑
光
▽
廣
野
淳
▽
本
川
一
善
▽

水
田
正
和
▽
森
健
▽
山
下
恭
助
◎
神
奈

川
県
▽
石
川
治
▽
石
川
和
彦
▽
越
智
豊

子
▽
黒
萩
真
悟
▽
樋
口
知
路
▽
三
木
奈

都
子
▽
森
本
哲
也
▽
山
本
道
郎
◎
京
都

府
▽
北
村
卓
大
◎
兵
庫
県
▽
三
木
周
子

◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子
◎
佐
賀
県
▽

久
米
正
剛
◎
長
崎
県
▽
川
端
京
子

〔
2
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
青

ご
寄
附
の
お
礼

　

3
月
4
日
（
水
）、
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
赤
坂
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お

い
て
「
令
和
７
年
度
漁
村
女
性
セ
ミ
ナ

ー
」（
主
催
：
公
益
社
団
法
人
全
国
漁

港
漁
場
協
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
漁
師
の
未
来
を
繋
ぐ
若

い
漁
業
者
や
漁
村
の
担
い
手
づ
く
り
に

向
け
て
～
女
性
参
画
と
女
性
の
視
点
か

ら
の
発
信
～
」
で
、
女
性
漁
業
者
の
皆

さ
ま
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
い
て
は
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
の
懇
親
会
に
て
募
金
活
動
を
実
施

し
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
物
販
販

売
を
行
っ
て
い
た
（
一
社
）
全
国
漁
業

就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
様
よ
り
売

上
げ
の
一
部
を
ご
寄
附
頂
き
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
じ
め
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度

漁
村
女
性
セ
ミ
ナ
ー

横
浜
冷
凍
株
式
会
社
の
長
年
の
支

援
に
対
し
、
漁
船
海
難
遺
児
育
英

会
が
感
謝
状
を
贈
呈

― 
20
年
以
上
の
継
続
寄
附
が
奨
学

金
事
業
を
力
強
く
支
え
る 

―

Ｊ
Ｆ
東
日
本
信
漁
連
よ
り
ご
寄
附
／

「
Ｊ
Ｆ
水
色
の
羽
根
定
期
貯
金
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▲全国漁業就業者確保育成センターの方々と

　

2
月
17
日
（
水
）、
横
浜
冷
凍
株
式
会

社
（
古
瀬
健
児
代
表
取
締
役
社
長
）
本

社
に
て
、
同
社
の
長
年
に
わ
た
る
継
続

的
な
寄
附
に
対
し
謝
意
を
示
し
、
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
。
贈
呈
式
で
は
、
育
英

会
の
内
田
珠
一
専
務
理
事
か
ら
同
社
の

岡
田
洋
取
締
役
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ

た
。

　

横
浜
冷
凍
株
式
会
社
（
ヨ
コ
レ
イ
）
は
、

1
9
8
0
年
代
か
ら
定
期
的
に
寄
附
を

続
け
て
お
り
、
特
に
2
0
0
4
年
か
ら
は

毎
年
高
額
の
支
援
を
続
け
て
い
る
。
こ

う
し
た
長
年
の
支
援
は
奨
学
金
事
業
の

安
定
的
な
運
営
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
田
専
務
理
事
は
、「
長
き
に
わ
た
り

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
奨
学

金
の
安
定
的
な
支
給
に
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
遺
児
家
庭
を

年
に
一
度
家
族
旅
行
に
招
待
す
る
取
り

▲東日本信漁連 関理事長（右から3人目）
が本会 坂本副理事長（右から４人目）

  

3
月
23
日
（
月
）、
A
P
日
本
橋
（
東

京
都
中
央
区
）
に
お
い
て
、
J
F
東
日

本
信
漁
連
（
千
葉
市
、
関
義
文
理
事
長
）

様
よ
り
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
で
4
年
目
と
な
る
寄
附
金
型

定
期
貯
金
を
趣
旨
と
し
た
「
J
F
水
色

の
羽
根
定
期
貯
金
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

2
0
2
5
年
12
月
1
日
か
ら
2
0
2
6

年
1
月
30
日
の
2
か
月
間
実
施
さ
れ
、

2
0
0
万
円
を
本
会
へ
ご
寄
附
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

J
F
東
日
本
信
漁
連
の
関
理
事
長
は

「「
定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
「
水

色
の
羽
根
募
金
」
を
組
み
合
わ
せ
た
企

画
と
す
る
こ
と
で
漁
村
地
域
の
皆
さ
ま

や
員
外
利
用
者
等
た
く
さ
ん
の
方
々
に

漁
業
の
抱
え
る
問
題
や
育
英
会
事
業
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
と
考

え
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
広
く

普
及
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
た

森
県
▽
野
呂
英
樹
◎
岩
手
県
▽
若
狭
み

か
子
◎
山
形
県
▽
佐
藤
明
美
◎
茨
城
県

▽
伊
集
院
兼
丸
▽
髙
瀨
美
和
子
◎
埼
玉

県
▽
西
田
耕
太
郎
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本

安
裕
◎
千
葉
県
▽
石
山
新
悟
▽
岩
下
巧

▽
内
田
珠
一
▽
大
類
裕
久
▽
新
塘
博
文

▽
杉
田
成
▽
田
中
郁
也
▽
檜
垣
浩
輔
▽

若
林
満
◎
東
京
都
▽
上
野
新
治
▽
岡
部

典
子
▽
梶
山
千
草
▽
勝
野
輝
美
▽
河
南

健
▽
木
村
吉
男
▽
㈱
洸
洋
▽
髙
田
明
生

▽
戸
田
滿
弘
▽
㈱
日
本
バ
リ
ア
フ
リ
ー

▽
平
島
淑
光
▽
廣
野
淳
▽
水
田
正
和
▽

森
健
▽
山
下
恭
助
◎
神
奈
川
県
▽
石
川

治
▽
石
川
和
彦
▽
越
智
豊
子
▽
黒
萩
真

悟
▽
樋
口
知
路
▽
三
木
奈
都
子
▽
森
本

哲
也
▽
山
崎
い
づ
み
▽
山
本
道
郎
◎
京

都
府
▽
北
村
卓
大
◎
兵
庫
県
▽
三
木
周

子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐
枝
子
◎
佐
賀
県

▽
久
米
正
剛
◎
長
崎
県
▽
川
端
京
子

１
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
）」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
12
月
〕
◎
秋
田
県
▽
Ｊ
Ｆ
あ
き
た 

南

部
支
所
◎
千
葉
県
▽
Ｊ
Ｆ
千
葉
漁
連
▽

銚
子
市
漁
協
さ
ん
ま
部
会
◎
東
京
都
▽

Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
▽
Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

本

所
、
東
北
事
業
所
・
仙
台
駐
在
、
釧
路

油
槽
所
、
八
戸
油
槽
所
、
酒
田
油
槽
所
、

油
質
研
究
所
、
輸
出
・
直
販
事
業
部 

船

橋
事
業
所
／
協
同
水
産
流
通
㈱
◎
神
奈

川
県
▽
Ｊ
Ｆ
神
奈
川
県
女
性
連
◎
富
山

県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売
上
一
部

―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎
徳
島
県
▽
漁

船
遺
児
徳
島
地
方
協
会
▽
Ｊ
Ｆ
小
松
島

▽
Ｊ
Ｆ
新
鳴
門
▽
Ｊ
Ｆ
川
内
▽
Ｊ
Ｆ
大

津
▽
Ｊ
Ｆ
中
林
▽
Ｊ
Ｆ
椿
泊
▽
Ｊ
Ｆ
徳

島
市
▽
Ｊ
Ｆ
福
村
▽
Ｊ
Ｆ
北
泊
▽
Ｊ
Ｆ

和
田
島
◎
愛
媛
県
▽
Ｊ
Ｆ
愛
媛
県
女
性

連
▽
佐
々
木
和
重
―
香
典
返
し
◎
高
知

県
▽
Ｊ
Ｆ
す
く
も
湾
▽
Ｊ
Ｆ
橘
浦
▽
Ｊ

Ｆ
久
礼
▽
Ｊ
Ｆ
高
知
漁
連
▽
高
知
県
無

線
漁
協
▽
Ｊ
Ｆ
藻
津
▽
Ｊ
Ｆ
浜
改
田
◎

福
岡
県
▽
Ｊ
Ｆ
福
岡
市 

能
古
支
所
▽
福

岡
市
鮮
魚
仲
卸
協
同
組
合
理
事
長 

西
尾

健
一
◎
大
分
県
▽
成
松
幸
▽
全
国
漁
業

信
用
基
金
協
会 

大
分
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
共
水

連 

大
分
県
事
務
所
▽
Ｊ
Ｆ
お
お
い
た 

本
店
、
宇
佐
支
店
・
長
洲
工
場
、
下
入

　

3
月
5
日
（
木
）、
6
日
（
金
）
の

2
日
間
、
Ａ
Ｐ
日
本
橋
（
東
京
都
中
央

区
）
に
お
い
て
『
第
31
回
全
国
青
年
・

女
性
漁
業
者
交
流
大
会
』（
主
催
：
Ｊ

Ｆ
全
漁
連
・
坂
本
雅
信
会
長
、
協
賛
：

Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
・
中
津
喜
美
子
会
長

/
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連
・
阿
部
誠
二
会
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
の
青
年
・
女
性

漁
業
者
が
、
日
ご
ろ
の
研
究
・
実
践
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
参

加
者
間
の
交
流
に
よ
り
知
識
や
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
水
産
業
・
漁
村
の

発
展
と
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
に
お
い
て
は
、
会
場
付
近
で
募

金
活
動
を
行
い
、
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
な
お
、
会
議

室
前
ロ
ビ
ー
で
物
販
販
売
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
（
一
社
）
全
国
漁
業
就
業
者
確

保
育
成
セ
ン
タ
ー
様
よ
り
売
り
上
げ
の

一
部
を
本
会
へ
ご
寄
附
頂
き
ま
し
た
。

大
会
主
催
者
は
じ
め
、
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者

交
流
大
会

▲全国漁業就業者確保育成センターの方々と

▲ヨコレイ岡田取締役（左）へ育英会
内田専務理事（右）から感謝状を贈る

組
み
も
、
皆
さ
ま
の
ご
寄
附
が
あ
っ
て

こ
そ
実
現
で
き
て
い
る
。
参
加
さ
れ
た

ご
家
族
か
ら
は
毎
年
大
き
な
喜
び
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
た
い
」
と
深
い
謝
意
を
示
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
岡
田
取
締
役
は
「
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
長
く
続
け
て
き
た

取
り
組
み
が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
」

と
述
べ
、「
当
社
は
水
産
業
と
深
い
関
わ

り
が
あ
り
、
不
幸
に
も
事
故
に
遭
わ
れ

た
方
々
や
そ
の
ご
家
族
の
お
役
に
立
て

る
の
で
あ
れ
ば
何
よ
り
だ
」
と
語
っ
た
。

く
さ
ん
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
賛
同
、
ご
理

解
を
賜
り
お
申
込
み
を
い
た
だ
き
、
ご

寄
附
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
温
か
い
気
持
ち
の
輪
が
、
今
後
さ
ら

に
大
き
な
運
動
に
つ
な
が
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
子

ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
念
し
ま

す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
、
坂
本
副
理
事
長
よ
り
毎
年
の

多
額
の
支
援
に
謝
辞
を
述
べ
、
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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津
支
店
、
蒲
江
加
工
セ
ン
タ
ー
、
蒲
江

支
店
、
佐
賀
関
支
店
、
佐
伯
支
店
、
女

性
部
杵
築
支
部
、
青
年
部
杵
築
支
部
、

中
津
支
店
、
姫
島
支
店
、
武
蔵
支
店
▽

大
分
県
漁
業
士
連
絡
協
議
会
▽
大
分
県

農
林
水
産
部 
漁
業
管
理
課
、
漁
港
漁
村

整
備
課
、
水
産
振
興
課
▽
日
本
漁
船
保

険
組
合 

大
分
県
支
所
◎
宮
崎
県
▽
日
髙

健
次
―
香
典
返
し
◎
沖
縄
県
▽
（
公
社
）

沖
縄
県
農
林
水
産
団
体
共
済
会

〔
1
月
〕
◎
北
海
道
▽
髙
橋
英
明
―
叙
勲

の
謝
恩
と
し
て
◎
青
森
県
▽
Ｊ
Ｆ
む
つ

市
▽
Ｊ
Ｆ
奥
戸
▽
Ｊ
Ｆ
横
浜
町
▽
Ｊ
Ｆ

後
潟
▽
Ｊ
Ｆ
佐
井
村
▽
Ｊ
Ｆ
東
日
本
信

漁
連 

青
森
支
店
▽
Ｊ
Ｆ
八
戸
鮫
浦
▽
Ｊ

Ｆ
六
ヶ
所
村
◎
岩
手
県
▽
漁
船
海
難
遺

児
を
励
ま
す
岩
手
県
地
方
協
議
会
▽
石

田
享
一
▽
中
嶋
久
弥
◎
宮
城
県
▽
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
宮
城
県
協
議
会
―

女
性
連
分
を
含
む
◎
福
島
県
▽
Ｊ
Ｆ
福

島
県
女
性
連
◎
茨
城
県
▽
Ｊ
Ｆ
茨
城
沿

海
地
区
漁
連
▽
茨
城
県
無
線
漁
協
◎
富

山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売
上
一

部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
▽
Ｊ
Ｆ
滑
川

▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連 

富
山
支
店
▽
Ｊ
Ｆ
富
山

漁
連
▽
Ｊ
Ｆ
県
鮭
鱒
◎
静
岡
県
▽
Ｊ
Ｆ

戸
田
▽
初
島
漁
協
婦
人
部
▽
Ｊ
Ｆ
静
岡

漁
連
・
振
興
基
金
▽
全
国
漁
業
信
用
基

金
協
会 

静
岡
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連 

静

岡
支
店
◎
愛
知
県
▽
愛
知
県
漁
船
海
難

遺
児
育
英
手
当
基
金
◎
福
井
県
▽
Ｊ
Ｆ

越
前
町
▽
Ｊ
Ｆ
若
狭
高
浜
▽
Ｊ
Ｆ
若
狭

三
方
▽
Ｊ
Ｆ
大
島
◎
兵
庫
県
▽
Ｊ
Ｆ
な

ぎ
さ
信
漁
連
▽
Ｊ
Ｆ
室
津
▽
Ｊ
Ｆ
森
▽

Ｊ
Ｆ
神
戸
市
▽
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
▽
Ｊ

Ｆ
姫
路
市
▽
Ｊ
Ｆ
福
良
▽
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
▽
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
▽
日
本
漁
船
保
険
組

合 

兵
庫
県
内
海
支
所
◎
香
川
県
▽
Ｊ
Ｆ

さ
ぬ
き
市
▽
Ｊ
Ｆ
庵
治
▽
Ｊ
Ｆ
宇
多
津

▽
Ｊ
Ｆ
香
西
▽
Ｊ
Ｆ
香
川
漁
連
▽
Ｊ
Ｆ

高
松
市
瀬
戸
内
▽
Ｊ
Ｆ
四
海
▽
Ｊ
Ｆ
西

日
本
信
漁
連
▽
Ｊ
Ｆ
共
水
連 

四
国
事
業

本
部 

香
川
支
店
▽
Ｊ
Ｆ
中
讃
西
部
▽
Ｊ

Ｆ
東
瀬
戸
▽
Ｊ
Ｆ
白
方
▽
Ｊ
Ｆ
本
島
▽

Ｊ
Ｆ
牟
礼
▽
Ｊ
Ｆ
与
島
▽
日
本
漁
船
保

険
組
合 

香
川
県
支
所
▽
（
一
社
）
香
川

県
水
産
振
興
協
会
▽
（
公
財
）
香
川
県

水
産
振
興
基
金 

栽
培
種
苗
セ
ン
タ
ー
▽

香
川
県
漁
業
共
済
組
合
▽
香
川
県
水
産

会
館
互
助
会
▽
香
川
県
農
政
水
産
部 

水

産
課
▽
全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会 

香
川

支
所
▽
◎
長
崎
県
▽
（
一
社
）
長
崎
県

水
産
加
工
振
興
協
会
▽
Ｊ
Ｆ
生
月
▽
Ｊ

Ｆ
共
水
連 

長
崎
県
事
務
所
▽
Ｊ
Ｆ
長
崎

県
女
性
連
▽
長
崎
県
漁
業
共
済
組
合
▽

Ｊ
Ｆ
長
崎
漁
連
▽
長
崎
県
信
用
漁
連
職

員
組
合
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合 

長
崎
県

支
所
◎
大
分
県
▽
Ｊ
Ｆ
お
お
い
た 

保
戸

島
支
店
◎
沖
縄
県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
（
資
）

カ
ワ
ヒ
ラ
商
会
―
自
販
機
売
上
一
部
―

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス

経
由

〔
2
月
〕
◎
北
海
道
▽
宗
谷
地
区
漁
協

女
性
部
連
絡
協
議
会
―
第
63
回
宗
谷
地

区
漁
協
女
性
部
大
会
募
金
◎
福
島
県

▽
（
公
財
）
福
島
県
栽
培
漁
業
協
会
▽

Ｊ
Ｆ
小
名
浜
機
船
底
曳
網
▽
Ｊ
Ｆ
中
之

作
▽
福
島
県
い
わ
き
教
育
事
務
所
長
▽

福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
長
▽
福
島

県
い
わ
き
地
方
振
興
局 

企
画
商
工
部

長
、
県
税
部
長
、
県
民
部
長
、
出
納
室

長
▽
福
島
県
い
わ
き
農
林
事
務
所
長
▽

Ｊ
Ｆ
福
島
漁
連
▽
福
島
県
漁
連
役
職
員

厚
生
会
▽
福
島
県
信
漁
連
職
員
会
▽
福

島
県
水
産
事
務
所
▽
福
島
県
相
双
保
健

福
祉
事
務
所 

い
わ
き
出
張
所
長
◎
千
葉

県
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
千
葉
県

協
議
会
▽
Ｊ
Ｆ
銚
子
市
◎
神
奈
川
県
▽

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
神
奈
川
県
協

議
会
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販

機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎

石
川
県
▽
稲
村
幸
雄
▽
Ｊ
Ｆ
い
し
か
わ 

本
所
、
小
木
支
所
、
能
都
支
所
◎
静
岡

県
▽
Ｊ
Ｆ
焼
津
▽
Ｊ
Ｆ
静
岡
漁
連 

沼
津

事
業
所
、
焼
津
事
業
所
▽
Ｊ
Ｆ
大
井
川

港 

直
営
食
堂
「
さ
く
ら
」
▽
Ｊ
Ｆ
東
日

本
信
漁
連 

静
岡
支
店
◎
広
島
県
▽
ぎ
ょ

さ
い
親
睦
会
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合 

広

島
県
支
所
▽
Ｊ
Ｆ
阿
賀
▽
Ｊ
Ｆ
阿
多
田

島
▽
Ｊ
Ｆ
安
浦
▽
Ｊ
Ｆ
音
戸
▽
Ｊ
Ｆ
下

蒲
刈
町
▽
Ｊ
Ｆ
宮
島
▽
Ｊ
Ｆ
広
▽
Ｊ
Ｆ

広
島
県
女
性
連
▽
広
島
県
漁
業
共
済
組

合
▽
Ｊ
Ｆ
広
島
漁
連
▽
Ｊ
Ｆ
広
島
信
漁

連
、
同
役
職
員
▽
Ｊ
Ｆ
広
島
市
▽
Ｊ
Ｆ

江
田
島
▽
Ｊ
Ｆ
切
串
▽
Ｊ
Ｆ
川
尻
▽
Ｊ

Ｆ
大
崎
上
島
▽
Ｊ
Ｆ
大
野
町
▽
Ｊ
Ｆ
田

島
▽
Ｊ
Ｆ
田
原
▽
Ｊ
Ｆ
東
江
▽
Ｊ
Ｆ
美

能
◎
香
川
県
▽
Ｊ
Ｆ
香
川
県
女
性
連
◎

福
岡
県
▽
佐
藤
政
俊
▽
Ｊ
Ｆ
糸
島
▽
Ｊ

Ｆ
宗
像 

鐘
崎
本
所
▽
Ｊ
Ｆ
福
岡
県
女
性

協
▽
Ｊ
Ｆ
福
岡
市 

能
古
支
所
◎
佐
賀
県

有
明
▽
Ｊ
Ｆ
佐
賀
県
女
性
連
◎
大
分
県

▽
塩
座
佳
津
也

２
、
一
般
寄
附

〔
12
月
〕
◎
北
海
道
▽
丸
岡
利
波
商
店

㈱
▽
丸
銀
漁
業
㈱
▽
丸
水
札
幌
中
央
水

産
㈱
▽
金
井
漁
業
㈱
▽
釧
路
ア
ポ
ロ
石

油
㈱
▽
清
水
泰
▽
大
坂
漁
業
㈱
▽
波
間

漁
業
㈱
▽
風
無
成
一
◎
青
森
県
▽
開
洋

漁
業
㈱
代
表
取
締
役 

河
村
桂
吉
◎
岩
手

県
▽
金
沢
漁
業
㈱
代
表
取
締
役 

金
澤
真

里
子
▽
鈴
木
佐
智
子
◎
宮
城
県
▽
阿
部

隆
▽
海
形
水
産
㈱
代
表
取
締
役 

佐
藤
和

哉
▽
㈱
鈴
木
漁
業
▽
気
仙
沼
海
上
保
安

署
▽
宮
城
海
上
保
安
部
▽
高
橋
寿
▽
水

野
水
産
㈱
◎
山
形
県
▽
小
関
利
昭
▽
善

寳
寺 

龍
王
講
◎
福
島
県
▽
㈱
酢
屋
商

店
▽
㈱
矢
吹
漁
業
▽
㈲
政
丸
漁
業
◎
茨

城
県
▽
井
坂
俊
太
朗
▽
㈱
石
田
丸
漁
業

▽
㈱
髙
木
商
店
▽
丸
徳
漁
業
㈱
▽
石
川

正
明
▽
㈲
新
田
漁
業
◎
千
葉
県
▽
（
一

財
）
漁
村
教
育
会
▽
千
葉
県
立
館
山
総

合
高
等
学
校
▽
千
葉
県
立
大
原
高
等
学

校
▽
傳
丸
漁
業
㈱
◎
東
京
都
▽
ニ
チ
モ

ウ
㈱
、
同
役
員
・
従
業
員
／
ニ
チ
モ
ウ

フ
ー
ズ
㈱
／
㈱
ヤ
マ
イ
チ
水
産
／
北
海

道
ニ
チ
モ
ウ
㈱
／
西
日
本
ニ
チ
モ
ウ
㈱

／
㈱
ニ
チ
モ
ウ
マ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
／
日

網
興
産
㈱
／
㈱
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ィ
▽
（
一

財
）
中
央
漁
業
操
業
安
全
協
会
▽
（
一

財
）
海
苔
増
殖
振
興
会
▽
（
一
社
）
漁

港
漁
場
新
技
術
研
究
会
▽
（
一
社
）
全

国
ま
き
網
漁
業
協
会
▽
（
一
社
）
全

国
近
海
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会
▽

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建
設
協
会
▽
（
一

社
）
海
外
ま
き
網
漁
業
協
会
▽
（
一

社
）
大
日
本
水
産
会
▽
（
一
社
）
日
本

鰹
節
協
会
▽
榎
本
み
つ
枝
▽
㈱
航
洋
／

㈱
テ
ィ
ー
・
ケ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

／
誠
心
協
同
組
合
▽
㈱
中
央
漁
業
公
社

▽
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
▽
㈱
農
林
中

金
ア
カ
デ
ミ
ー
▽
近
江
正
幸
▽
（
公
財
）

海
と
渚
環
境
美
化
・
油
濁
対
策
機
構
▽

（
公
財
）
水
産
物
安
定
供
給
推
進
機
構
▽

（
公
社
）
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進

協
会
▽
阪
井
光
平
▽
若
井
克
友
▽
（
一

社
）
漁
業
経
営
安
定
化
推
進
協
会
▽
水

産
庁 

漁
政
部 

漁
政
課
、
企
画
課
、
加

工
流
通
課
、
漁
業
保
険
管
理
官
／
資
源

管
理
部 

管
理
調
整
課
、
国
際
課
／
漁
港

漁
場
整
備
部 

計
画
・
海
業
政
策
課
、
防

災
漁
村
課
▽
全
国
さ
ん
ま
棒
受
網
漁
業

協
同
組
合
▽
全
国
漁
業
共
済
組
合
連
合

会
▽
村
木
弾
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

実
行
委
員
会
―
ラ
イ
ブ
収
益
金
の
一
部

▽
大
須
賀
順
▽
町
田
幸
子
▽
東
京
水
産

タ
ー
ミ
ナ
ル
㈱
▽
東
京
都
中
央
卸
売
市

場
豊
洲
市
場
福
祉
報
徳
会
▽
東
京
北
魚

㈱
▽
東
検
産
業
㈱
▽
（
特
非
）
水
産
業
・

漁
村
活
性
化
推
進
機
構
▽
（
独
）
農
林

漁
業
信
用
基
金
▽
第
11
回
Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ—

１
グ
ラ
ン
プ
リ
募
金
▽
北
部
ま
き
網
漁

業
㈱
▽
北
部
太
平
洋
ま
き
網
漁
連
▽
鈴

木
和
子
◎
神
奈
川
県
▽
横
浜
冷
凍
㈱
▽

久
保
田
化
工
機
㈱
▽
小
田
島
康
弘
◎
新

潟
県
▽
山
津
水
産
㈱
◎
富
山
県
▽
松
野

均
▽
池
田
水
産
㈱
◎
石
川
県
▽
鳥
井
淳

二
◎
福
井
県
▽
㈱
三
国
湊
舩
木
水
産
▽

福
井
中
央
魚
市
㈱
◎
山
梨
県
▽
山
梨
中

央
水
産
㈱
◎
岐
阜
県
▽
合
田
政
次
▽
土

田
明
子
◎
静
岡
県
▽
い
な
ば
食
品
㈱
▽

㈱
浜
平
漁
業
代
表
取
締
役 

山
田
洋
二
▽

沼
津
魚
市
場
㈱
▽
静
岡
県
立
焼
津
水
産

高
等
学
校
生
徒
会
▽
日
光
水
産
㈱
▽
福

龍
漁
業
㈱
◎
愛
知
県
▽
三
河
海
上
保
安

署
▽
市
川
漁
網
製
造
㈱
◎
三
重
県
▽
工

藤
狹
弓
子
▽
三
重
県
立
水
産
高
等
学
校

▽
水
色
の
羽
根
を
応
援
す
る
会
▽
㈲
甚

一
丸
漁
業
◎
京
都
府
▽
大
京
魚
類
㈱
◎

大
阪
府
▽
㈱
う
お
い
ち
▽
㈱
道
源
▽
孫

伝
璽
▽
周
江
涛
▽
松
井
優
紀
子
▽
髙
瀬

惠
子
◎
兵
庫
県
▽
磯
田
和
志
▽
㈱
吉
野

漁
業
▽
五
弓
徹
▽
小
林
東
洋
志
▽
瀬
戸

内
海
漁
業
調
整
事
務
所
▽
㈲
真
島
漁
業

▽
㈲
第
一
漁
業
◎
鳥
取
県
▽
共
和
水
産

㈱
▽
境
港
漁
業
調
整
事
務
所
▽
東
海
漁

業
㈱
◎
岡
山
県
▽
海
洋
建
設
㈱
▽
日
本

漁
船
保
険
組
合 

岡
山
県
支
所
◎
広
島
県

▽
山
代
勝
三
◎
山
口
県
▽
堀
川
久
幸
◎

高
知
県
▽
㈱
カ
ゴ
オ
▽
山
田
雄
二
郎
▽

山
本
雅
恵
▽
大
熊
水
産
㈱
◎
福
岡
県
▽

㈱
伊
藤
商
店
▽
㈱
福
岡
魚
市
場
▽
内
浜

落
語
会
▽
北
九
州
水
産
物
小
売
団
体
協

同
組
合
◎
佐
賀
県
▽
㈱
唐
津
魚
市
場
◎

長
崎
県
▽
の
ぞ
み
漁
業
㈱
▽
海
興
水
産

㈱
▽
山
田
水
産
㈱
▽
昭
徳
水
産
㈱
▽
大

栄
水
産
㈱
▽
長
崎
大
学
水
産
学
部
▽
東

洋
漁
業
㈱
▽
富
栄
海
運
㈲
▽
㈲
柏
木
水

産
◎
大
分
県
▽
大
分
魚
市
㈱
◎
宮
崎
県

▽
河
上
水
産
㈲
▽
宮
崎
県
立
宮
崎
海
洋

高
等
学
校
▽
㈲
高
丸
水
産
▽
㈲
浅
野
水

産
▽
㈲
由
丸
水
産
◎
沖
縄
県
▽
（
国
研
）

水
産
研
究
・
教
育
機
構 
八
重
山
庁
舎
◎

そ
の
他
▽
橋
詰
憲
孝

〔
1
月
〕
◎
北
海
道
▽
清
水
泰
▽
北
海
道

函
館
水
産
高
等
学
校
◎
青
森
県
▽
㈱
弘

前
丸
魚
▽
青
森
県
立
八
戸
水
産
高
等
学

みんなの愛で子どもたちの未来を

私たちの食生活に欠かせない大切な魚を獲るために全国で漁業に従事している方々がいます。

漁業は大自然を相手とする厳しい仕事のため、毎年多くの尊い人命を失う事故が起きています。

あなたの支援が
親をなくした子どもたちの夢を支えます
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校
▽
八
戸
海
上
保
安
部
◎
宮
城
県
▽
翔

洋
船
舶
㈱
◎
秋
田
県
▽
大
館
市
青
果
魚

類
卸
売
㈱
◎
山
形
県
▽
酒
田
海
上
保
安

部
◎
埼
玉
県
▽
宮
地
茂
夫
◎
千
葉
県
▽

柏
魚
市
場
㈱
◎
東
京
都
▽
（
一
財
）
漁

港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
▽
（
一
財
）

東
京
水
産
振
興
会
▽
（
一
社
）
水
産
土

木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
▽
（
一
社
）
大

日
本
水
産
会
▽
㈱
極
洋
▽
㈱
ニ
ッ
ス
イ

▽
（
公
社
）
日
本
水
産
資
源
保
護
協
会

▽
（
公
社
）
日
本
海
難
防
止
協
会
▽
阪

井
光
平
▽
水
産
庁 

漁
政
部 
企
画
課
、

水
産
経
営
課
▽
船
宿 

縄
定
▽
全
国
遠
洋

沖
合
漁
業
信
用
基
金
協
会
▽
鈴
木
和
子

◎
新
潟
県
▽
新
潟
漁
業
調
整
事
務
所
◎

静
岡
県
▽
フ
ジ
物
産
㈱
▽
静
岡
県
水
産

物
商
業
協
同
組
合
◎
三
重
県
▽
（
国
研
）

水
産
研
究
・
教
育
機
構 

南
勢
拠
点
▽

三
重
県
多
気
郡
明
和
町
◎
京
都
府
▽
大

西
徹
◎
鳥
取
県
▽
浜
野
茂
夫
◎
広
島
県

▽
第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
◎
山
口
県

▽
㈱
ニ
チ
モ
ウ
ワ
ン
マ
ン
◎
香
川
県
▽

四
国
運
輸
局
◎
福
岡
県
▽
（
一
社
）
福

岡
市
中
央
卸
売
市
場
鮮
魚
市
場
協
会
／

福
岡
市
鮮
魚
仲
卸
協
同
組
合
―
自
販
機

売
上
一
部
―
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー

ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
九
州
漁
業
調
整
事
務

所
▽
池
田
正
二
▽
内
浜
落
語
会
◎
佐
賀

県
▽
ユ
ウ
シ
ー
ド
東
洋
㈱
◎
長
崎
県
▽

（
国
研
）
水
産
研
究
・
教
育
機
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都道府県別学資給与奨学生 数
（2026 年 3 月末現在 / 単位：人）

都道府県
給与奨学生

合計
幼児 小学校 中学校 高校等 大学等

北海道 3 5 7 4 19
青森 1 1 3 5
岩手 1 2 （1）6 2 （1）11
宮城 2 1 1 3 7
秋田
山形
福島 1 3 2 3 3 12
茨城 1 1 2

千葉 1 1 4 2 8

東京
神奈川 2 2
新潟 1 1
富山 1 2 3
石川 1 （1）3 （1）4
静岡 1 1
愛知 1 1 2
福井 1 1
三重 2 2
京都
大阪
兵庫 1 1 1 3

和歌山 3 2 5
鳥取 2 2
島根 1 1

岡山
広島
山口
徳島
香川 1 1
愛媛 1 1 2
高知 1 1 2
福岡 1 1

福岡有明 1 1
佐賀玄海 1 1
佐賀有明

長崎 3 3 6
大分
熊本 2 2 1 5
宮崎 1 1

鹿児島 1 1 1 3
沖縄 1 2 3
合計 6 16 21 （2）42 32 （2）117

注：（　）内は特別支援学生で内数である。

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
支
援
の
輪
は
、
ひ
と
つ
の
小
さ
な
行

為
か
ら
、
家
族
か
ら
、
隣
人
か
ら
、
地

域
か
ら
、
国
同
士
の
助
け
あ
い
か
ら
。

	

（
埼
玉
県
）

＊
年
も
明
け
ま
し
た
。
世
界
中
が
混
頓

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
球
上
に
は
ま

だ
ま
だ
各
人
の
良
識
が
流
れ
を
変
え
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
良
識
を

も
っ
た
一
人
と
し
て
生
き
て
ゆ
き
た
い

も
の
で
す
。	

（
埼
玉
県
）

＊
テ
レ
ビ
で
ガ
ザ
地
区
の
状
況
を
み
て

同
じ
人
間
で
あ
り
な
が
ら
弱
い
人
を
と

こ
と
ん
痛
め
つ
け
る
。
片
方
で
社
会
人

の
組
織
力
を
も
っ
て
助
け
合
う
。
そ
の

違
い
何
で
し
ょ
う
か
ね
。	

（
埼
玉
県
）

▼
皆
さ
ん
、
進
学
・
進
級
・
ご
卒
業
等

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
皆
さ

ん
と
同
じ
く
子
育
て
を
し
て
い
る
の

で
、
い
ろ
い
ろ
と
感
慨
深
い
も
の
を
感

じ
ま
す
。

▼
我
が
家
は
、
長
女
・
22
歳
で
ニ
ー
ト
。

あ
の
ち
ゃ
ん
・
東
海
オ
ン
エ
ア
・
に
じ

さ
ん
じ
が
好
き
。
次
女
・
公
立
高
校
１

年
生
。
S
i
x
T
O
N
E
S
の
京
本
大

我
に
大
は
ま
り
中
。
私
は
映
画
・
ラ
ー

メ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
が
、
身
体
の

変
わ
り
目
な
の
か
映
画
は
途
中
で
居
眠

り
す
る
し
、
ラ
ー
メ
ン
は
油
多
め
に
す

る
と
胃
が
重
く
な
る
と
い
う
あ
り
様
で

す
。

▼
今
年
度
は
ど
ん
な
楽
し
い
こ
と
が
お

こ
る
で
し
ょ
う
。
何
故
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
皆
さ
ん
も
楽
し
い
一
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。	

（
Ｋ
）

編
集
後
記

　

２
０
２
５
年
度
第
４
回
奨
学
生
選
考

委
員
会
を
書
面
に
て
開
催
し
、「
出
願
者

（
１
月
15
日
締
切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
、

選
考
委
員
全
員
の
同
意
（
１
月
27
日
付
）

を
受
け
、
こ
の
結
果
、
幼
児
１
名
の
採

用
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
３
月

末
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
（
最
終

頁
記
載
）「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の

と
お
り
で
す
。

２
０
２
５
年
度

第
４
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
一
層

強
化
す
る
と
と
も
に
、
時
代
に
即
し
た

持
続
可
能
な
運
営
基
盤
の
確
立
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
漁
業
者
相
互
の
助
け
合

い
の
精
神
を
次
世
代
へ
と
継
承
し
な
が

ら
、
す
べ
て
の
漁
船
海
難
遺
児
が
希
望

を
持
っ
て
成
長
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
引
き
続
き
そ
の
使
命
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す

　

読
者
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
漁

船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
事

務
局
で
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
漁
船
海
難
に
よ

っ
て
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
支
え

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
歩
み

と
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議

会
は
、
海
難
事
故
に
よ
り
親
を
失
っ
た

遺
児
に
対
し
、
経
済
的
・
精
神
的
支
援

を
行
う
育
英
事
業
の
実
現
を
目
的
に
発

足
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
現
在
以
上
に

支
援
制
度
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況

の
中
で
、
全
国
の
漁
業
関
係
者
が
立
ち

上
が
り
、
相
互
に
支
え
合
う
仕
組
み
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
多
く
の
協
力
者
の
力
を

得
て
、
発
足
翌
年
に
は
育
英
会
が
設
立

さ
れ
、
学
資
支
給
や
奨
学
金
制
度
な
ど
、

具
体
的
な
支
援
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

単
な
る
経
済
的
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、

遺
児
と
そ
の
家
族
に
安
心
と
希
望
を
届

け
る
も
の
で
あ
り
、
協
同
組
合
理
念
に

基
づ
く
相
互
扶
助
の
精
神
を
体
現
す
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
と
と

も
に
、
遺
児
を
取
り
巻
く
環
境
や
課
題

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
家
族
形

態
の
多
様
化
や
地
域
社
会
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
、
さ
ら
に
は
教
育
環
境
や
生

活
環
境
の
格
差
な
ど
、
従
来
の
支
援
だ

け
で
は
十
分
に
対
応
し
き
れ
な
い
課
題

も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
協
議
会
の
活
動

は
母
体
で
あ
る
漁
協
系
統
組
織

（
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
）
の
再
編
や
社

会
環
境
の
変
化
の
影
響
を
受
け
、

徐
々
に
停
滞
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
は
発
足
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
協
同
組
合
理
念
を
軸
と
し

な
が
ら
、
本
協
議
会
の
活
動
を

改
め
て
見
直
し
、
再
構
築
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
従
来
の
経

済
的
支
援
に
加
え
、
保
護
者
へ

の
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
や
子
ど
も

た
ち
の
教
育
格
差
な
ど
、
み
ん

な
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
生

活
環
境
に
少
し
で
も
寄
与
で
き

る
よ
う
な
支
援
活
動
の
構
築
を

▲全漁連　オコイン朱美さん（前 全励協担当）

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
協
議
会
よ
り


